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グリン⑧タフ(緑色凝灰岩)

⑧

6.グリン｡タフ地域の新第皇紀金鰯鉱床の胚胎層準お

よび胚胎場所

東北地方グリン･タフ地域の新築亨紀層中には多数の

金銀銅鉛亜鉛を含む鉱脈型鉱床および黒鉱々床

を胚胎し本邦有数の金属鉱床区を形成している.こ

れら金属鉱床を形成した鉱化作用の時期については諸

先撃により多数の論文カミ発表されておりその内代表曲

柾ものを23紹介したい.

繍原忠政博士(1958)(第2･3図)は陸奥湾周辺

(陸奥鉱化帯)青森県南西部～秋囲県北部(西津軽～北

秋田鉱化帯)秋岡中央部～岩手県南西部(中部秋田～

和賀鉱化帯)秋田県南西部～宮城県北酉部(南秋田鉱

無数の鉱脈型鉱床が胚胎されてお口蜂の巣のように掘られてv'る
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延長80～100㎞の地区にNW-SEの分布の方向性を示

して雁行状の配列をなしその方向は基盤岩の分布方向

と一致していると述べている.また鉱床生成期は中新

世(船川期末～北浦期初期(?))とみられるカミ鉱床は

ほとんどグリン｡タフ層の地域を胚胎の場としており

基盤岩や新第三紀完晶質岩の周辺に密集している.鉱

化作用は基盤岩の構造や中新世末期の造構造運動に密

接な関係があるものと考えられる.榊原博士は北秋囲

鉱化帯について詳しく研究し下記のように述べている.

この地域の鉱床はグリン｡タフやこれに伴う火山岩類中

に胚胎している･第2図に示したように鉱床群は背斜

構造に沿うものと構造線に沿うものカミみられる.背

斜構造は中央地域に山館小真木尾去沢大葛の背斜

西部地域に大倉～立又の背斜東部地域に花輪～不老倉

背斜があり立又山館不老倉等の背斜構造の中核部

には完晶質岩が貫入しており背斜構造の形成か完晶質

岩の貫入によって行なわれたとみられる点が多い.そ

して鉱床群は背斜構造に沿いなカ三らも完晶質岩の周辺に

分布しており山館や立又～大高地方に見られるように

鉱床は完晶質岩の北部から東部にかけて密集している.

構造線は中央地域の東西縁にみられるもので鉱床は特

に花輪盆地を縦断するものに沿って多く分布している.

この地域の鉱床群は中央地域に緑泥石石英黄銅鉱脈

や石英黄銅鉱脈で代表される鋼帯カミありその東西翼に

方鉛鉱閃亜鉛鉱々脈や黒鉱々床などからなる鉛･亜鉛

帯が分布している.鋼帯はいずれも完晶質岩を中心と

��笱��

第2図北秋閏鹿免地方の主要鉱床分布図

1.古生層2.先三紀花開岩3.グリｰン･タフ層

4.女川･船川層5.新錦1三紀完晶質岩6.鮮新世火山

岩7.第四紀火山岩8.洪繍層及び沖積層9.構造線

10.背斜軸11.鋼帯12.鉛･亜鉛帯(榊原1958)

第3図

東北目本内帯の熱水鉱床分布図

1.先第三系2｡先第三紀深成岩類3.中新統中部およ

び下部層(酉黒沢階一赤鼻階)4.中新統上部層(女

川階一船川階)5.新第三紀完最質岩琶｡鮮新統およ

び第四系7.第四紀火山岩および噴出物8.構造線

9.熱水性鉱床

I.陸奥鉱化帯皿.西津軽･北秋田鉱化帯皿.中部

秋国･和賀鉱化帯W.南秋岡鉱イビ帯(繍卿958)�
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してとりまくようにみられそして鉛･亜鉛帯は鋼帯を

とりまきながらも構造線に沿って分布している.特に

緑泥石石英黄銅鉱脈カミ完晶質岩の付近に多く分布す

ることや黒鉱々床が構造線に沿うことは注目すべき事

がらであろう.また新第三紀完晶質岩の近くには緑泥

石石英黄銅鉱型鉱脈が多くこの型の多くのものか

ら早期晶出とみられる磁鉄鉱磁硫鉄鉱輝蒼鉛鉱黄錫

鉱や星状閃亜鉛鉱などの共生や組織がしられている.

このようなことはゼノサｰマル状態の下で鉱化作用が

行なわれたことを示している.この地域の鉱化作用は

新第三紀中新世の造山運動や火成活動の関係からその

時期は中新世末期(船川期末期～北浦期初期?)と考え

られ特に基盤岩や新第三紀完晶質岩と成因的に密接な

関係をもったものとみられる.またこの地域の熱水性

鉱床は火山岩地帯にしかも比較的せまい範囲に銅鉱脈

鉛･亜鉛鉱脈黒鉱々床などが黒帯的に分布し1つの

鉱床においても鉱石のテレスコｰピング現象カミ著しく見

られるからこの地域の鉱床はいわゆる“subvu1kanis･

che''なものに属するものと考えられる.

竹内常彦教授(1961)は東北地方における火成活動と

金属鉱床の関係について研究され次のように総括され

た.東北地方の緑色凝灰岩地帯に賦存する主要鉱床に

ついてその母岩の層準をみると酉黒沢台島門前

赤島の各階の地層を母岩とする地層カミもっとも多v'が

女川層あるいは船川層中に胚胎する鉱床も若干存在する

(第1表).鉱床の胚胎する地層の上限は船川階初期で

あるので鉱化作用の時期についてそれ以降を考えな

ければならない.また鉱化作用と関連する火成活動

とくに完晶質岩類から推定される深成活動は被迷入岩

の地質時代の上限が女川暗中位でその活動時期として

は船川階後半が考えられる.したカ茎って鉱化作用がそ

の深成火成活動につづいて行なわれるとする一般的な

考え方をあてはめればその時期は船川階末ないし北浦

階初期とすることができる.しかしながらなおその

前に12の問題カミある.その1つはこの広範囲

な地域に分散する鉱床および火成岩体の生成時期を1つ

にまとめることが適当であるかの点でその2つは北村

信博士が指摘しているように緑色凝灰岩地域の沈降が

東側からはじまり西方に移行する事実で東から酉に向

って堆積現象自体に時間的ずれが考えられる点である.

�����第1表東北地方緑色凝灰岩地城のおも粗鉱床の母岩の層位第2表花岡一小坂地域地質鰯序表���������
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(竹内1961)

堀越叡博士(1960)は秋田県北部花岡一小坂地域にお

ける黒鉱々床について研究し定説となっていた木下亀

城博士(1944)による交代鉱床説に対し問題をなげか

けた.次にその要約を述べる､花岡一小坂地域の地

質層序を第2表地質図を第4図に示す.この地域の

主要な鉱床は黒鉱々床と鉱脈鉱床でこれらの各鉱床

が胚胎している場としては構造的には基盤岩類の背斜

部で簾三紀層の堆積の薄い部分に集中する傾向を示し

ている.花岡一小坂地域の層状黒鉱々床のほとんどす

べては花岡層の最上部に下位より矢柄平火山岩流ば

ら森式凝灰角礫岩層状クロコｰ鉱床の層序を持って胚

胎している(第5図).

黒鉱々床が胚胎している層準より上部にはめぼしい

鉱化作用が認められずより下部に鉱脈鉱床がみられる.

またこの地域の黒鉱々床を構成する岩石鉱石としては

流紋岩珪質岩凝灰角礫岩石膏硫化鉱黄鉱黒

鉱鉄マンの8種類をあげることができる(第6図).

この地域の黒鉱々床を通じてこれらは下位から上記

の順に配列しているのカミもっとも普遍的ぽ認められる

層序であろう.これらのことなどから花岡一小坂地

第2表花岡一小坂地域地質鰯序表

(堀越1960)�
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球の黒鉱々床ポ胚胎する層準についてつぎのように総

括される･第三紀中新世の火山活動は酉黒沢階に対

比される保滝沢層の時代には塩基性火山岩類を主とする

おそらくほソレイアイト岩系と考完られるものであった.

女川階に対比される花岡層の時代に入るとその火山活

動は酸性岩類か多いカノレク｡アルカリ岩系と思われる

ものにかわった.活動した火山岩の岩系の転換ほこの

地域を通じてほぼ同時で非常に明瞭に見出される.

花岡層の火山活動はやポて矢柄平火山岩の活動で示され

る衰退期を迎えぱら森氏凝灰角礫岩の生成で終る.･

この地域の黒鉱々床か胚胎する層準はほぼ一枚であり

黒鉱々床はカルク･アノレカリ岩系の火山活動に伴って

海底に供給された原物質から生成された母岩と同生鉱床

であると考えた方がよいように思われる.その後堀

越博士(1965)は黒鉱型噴気堆積鉱床(九州鉱山学会誌

一33-7)という論文を発表され黒鉱型鉱床について

の一般的問題についてとくに火山活動との関連につい

て述べている.ぜひ原著を参照されたい.

.上田良一博士ら(上田･川尻･井上〔1961〕)は秋囲県
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第4図花岡一'』･坂地域の地質在らびに鉱床分布図

凡例:1.遠部属

4･矢柄平火山岩(熔岩は花岡層)5.花岡層

7.目名市沢層8.眉英珪岩9.斜長着英英安山岩

松木沢10.長木11.堀内12.若木立13.相内

中羽立
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北秋田鹿角地域の鉱床母岩の層位から鉱床の生成時期を

中心に地史的に考察を行なった(第17図).次にその

要約を紹介することにする.

塙おくザ

本地域内の鉱床は大高層を母岩とすることが最も多く

ついで大谷層砂子淵層中に賦存する(第3表).大

滝層およびその上位の各地層には鉱化作用カ三みとめら

れない｡すなわち鉱床は門前階～酉黒涙階の地層を

母岩と･してセ･る.黒鉱々床は小坂花岡鉱山におけ

る長木変質火山岩の形態に鉱体の形が規制されているよ

うな関係および大高層の最上部に胚胎する鉱体が大

滝層の基底で切られるような状態を示すことなどから

大高層の堆積長木変質火山岩にともなって生成され

第3表(上田はか1961)

讐号,鉱山名大筈屑妙子鰯幡犬寓固番号〕蛇山名犬谷屑妙子覗層犬葛固

2〕鋸山

2,柵

'〕犬堆

5〕古還都

6〕相内

列小坂

8〕艮木

10〕新不老台

1I〕不老む

12〕柴平

!;〕花総

M〕小吏*

151尾去択

16,攻金山

17,小割沢

凡例X鉱脈型

△地蟻矢除

�

2･堤沢屑3.はら森氏凝灰病礫岩(花岡層)

6.保滝沢層

10.石閃緑崇11､粗粒玄武岩

鉱床名:1.花岡2.岩神3一新沢4｡山館5.宝倉6.小真木7.小振内の岱8.小坂元山9.

14.相乗15.湯の沢16.秋津17.

(堀越1960)

18〕田

19〕嵩

刎山

21〕犬

22〕宝

刎狼

刎秋

25,花

26,犬

27〕立･

28〕羽

29〕犬

3ω大

31〕大

32〕皮

33〕長

⑭軸魅鉱脈｡鳳

■棚田地をL

団醐E=ヨ13酬口5副劉鰯8

〔鉋00区:ヨn〔コ腱⊂jコ鳴Eヨｰ逐⊂:コi§E三;ヨ幅E三ヨ日7

第5図花岡一小坂地域におけるクロコｰ鉱床の層序

I.花岡1I.大老皿.新沢W.小真木V.小茨内の岱V【.小坂元山

㎜.相内佃.相乗x.湯の派

��

1.粗粒玄武岩2.斜長石英安山岩3.遠部層4.堤択屑5.粘土6.録

マン7.黒舷8.黄鉱9｡硫化鉱10.石こう11､ばら森氏凝灰脅礫岩

12.珪質岩13.脈状クロコｰ14.矢柄平火山岩15.花岡層i6.保滝

沢層17.古生層(堀越1960)

�鮭部層���

�間一艇��^�J

���

��十二所安山岩i大滝層小滝安山岩/1:大概畏木鷲欄妙子渕層砂子渕山粗武元玄武石粉岩晶玄質大谷層変質籔岩碧碧粗面岩質安山岩��櫓曲完成

女川階����

r㎞����黒鉱鉱

����派生

西黒沢㌍����構造運

台部����

門階����

構造運!

櫓曲完成

剣

E…〕9

日

鉄マン

囮

堤沢層

第6図

睡覇囮刀㎜皿1Eコ

黄鉱硫化鉄鉱石街

⊂コ〔コEヨ四､

粘土凝灰免礫岩流紋岩粗粒玄武岩

花岡鉱床の模式的形態図

皿

珪鉱

ロコ

縄状脈

(堀越工960)

安山岩

第7図(上剛まか1961)�
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たものであろう･鉱脈型鉱床は多数のデｰタからン｡タフ地域の鉱床生成期(黒鉱)における地質環境｣

大墓期の生成と考えられる.しかし全県的にみると一時に水底における噴火および堆積の機構に関する問題

船川暗中期以降のものもある.を中心として一のテｰマにて主として秋田県大館地域

本地域の著しい構造運動は先太葛期と先遠部期にあを中心としてI.黒鉱々床地域における酸性火山活動

り広域的でかつ著しいものである.先太葛期の運動は様式について工[.黒鉱々床形成時期の堆積環境につい

本地域を地塊化したのみならず堆積盆地は砂子淵期ので活発な討論カ三行なわれた.次にその大要を紹介す

海域をこえて広カミり火山岩は基性から中性～醐生の長るが詳しくは日本鉱山地質第16回総会討論会資料(1)

木変質火山岩の活動に転じ大高層堆積中も運動が引続(2)(3)(1966)を参照されたい.

いていたとみられる･本地域の鉱床胚胎の場はこの伊藤俊弥氏ら(伊藤･石川〔1966〕)は小坂鉱山内の岱

遺構運動にともなって形成された､した雅って鉱床鉱床付近の白色化流紋岩の形態および産状について研究

の胚胎する裂鐘は先太葛期の運動と大高層堆積中の運し(1)白色化流紋岩は熔岩円頂丘として海底に形成され

動により形成され引続いて鉱床か生成された｡円頂丘形成後中腹で水蒸気爆発力茎おこり降下火山堆

昭和41年2月に日本鉱山地質学会第16回総会で｢グリ積物を生ぜしめた.鉱床は各白色化流紋岩元山型火

羅山角礫岩類の形態に密接に支配されていると述べてい

都1

釈離床寸るよ葦8葛藤灘､欝は纂膿山奮路盤の流

地質断…寺鴛鴛丘鴛鷺鴛破砕熔籾

.形式をとった

＼

蝉

(2)頂部の山腹に火ロポできそこより珪化帯の原岩となる小

■

規模ね火砕流またほ自破砕熔岩を噴出させた

�

�

鉱床

�

�

(3〕(2)の火口より多量の鉱液を放出させた

(4)流紋岩円頂丘頂部材逓の山頂より一方向に下都よリ角礫

駿濃碧セ合｡,北流紋岩珪化帯鉱体という黒帯構造がみられる(第･･

固白色化流紋岩0100200300㎜

図第14図第15図第16図第17図)

第8図(伊藤ほか1966)

なお花岡鉱山についてほ虎岩達夫氏(1961)によるす

･"w･

徽為｡｡異,.､｡､"､･第･･図

““ク““““'

ま岩

｡

.1｡｡西鉱床一･二･一'･･111撚姦黄蜜覆嘉瑳

010.20.3.o･･田･口･圓･口･雪･騒灘流錐

第9図(伊藤ほか1966)･囮･函鰯1｡田11園養嚢轡,

羅

､l1意気､夕艦船類､!

｡吻元山型火山角礫岩類%1'㌦111岩L

㈱置嚢黙繋獄

｡妙｡｡｡｡｡尾樽部立坑鮎流鱗㌫.��｡4.1

･“'1}一".｡燃繊､�oo�

�潯

��｡'1､｡｡い｡｡

l1繋搬繍二鹿倉立抗｡裂㍊い��.｡｡J･園黒鉱1黄鉱ψ臼固石膏.一｡｡吻元山型火山角'

��｡｡｡｡抗外試錐位置

川｡��｡｡｡｡｡､･功､｡｡｡｡｡｡｡トｰ･

��

��｡｡｡､^麻缶流紋岩･

�潯漢潯漱�

��｡･}｡｡､箏

0200m由��^｡o｡`

�潯潯

�潯

篤11図内の岱鉱床付近白色化流紋碧分布図(伊藤ほか1966)

東火山礫岩類

｡鶴轡し岬籔

第12図内の岱鉱床白色化流紋岩魯

上盤等高線図および元山火山負礫堵類分布図(開坑後)

(伊藤ほか1966)�
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B-O…

Y-O…黄鉱

Py･一黄鉄鉱

紙〃｡

�

〆

'α

�

第13図花岡鉱床模式断面図

�
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^〇

一｡･''

メ'｡･

^^｡･仙1

』､^.

�

R吋

(伊藤1966)
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■
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�
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(1慨
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.一】oo

�

�

拓南堂屋敷

七ツ館

東観音堂

�

/,廿･^

前室饅敷

欝警｣

神山

��

“ρ､

孫

`'･5

漸

三

遍E口鉱床

'固石膏

第15図

�

���〰

0500皿

(伊麟ほか1966)

N'､

･｡d

…㌣鍍

γフ

奄等高線マ

神山

へ､

､､.､1珪化帯

�

べ･〕バ･､'ミ･'岱

'埜屋吸'

　

�〰

���〰

〵〰�

一

興

�

第14区

,流紋岩上面

1等商線と珪

化帯の分布

藺(伊藤ほか

���

�

神山南

西観音堂

�

､〈ら

�

アセ桓

拓南ヨ.

'》†い'～｡卜一100

堂屋蜘.

1≡1'

第16図

拓南

神山南

一100

日鉱

���〰

0500㎜

自

(伊藤ほか1966)
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�花�椛岩�滝��滝��沢�膿悦服岩����尼俳{M,1

��補11川醐灰旭硬渚����������
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��農刺1枇蚊倦��耐山流紋特��トｰ二所蛤11湘価������
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���������釈���訳鍵内腿販砦

��������楓胴i奨安11閉��泥溢1M,1�釈�魯

����比111岬榊}����一俊山岩州1像����

黒��������別火消����

���止1��葛�』$五沢伽�岡��迦�駅獺内雌1州呈�迦�

��������奄池岩����破砕贋流蚊岩晒

沢���������内�由��

����パラ庶痂英帆血����白色化柘英骸山����

����������舷脾贋漏蚊措胴�内�

����桝��������

階���層��層�民木蛮恢州11������

������榊11�屑�花■蛎粋山廿1�層�肌蚊岩�層�批蚊皆

��������火山躍泄尿瑞����

､:)鉱床

〵〰�

第17図流紋岩上面等高線と鉱床の分祢

(伊藤ほか1966)

第4表

犬館付近に発達する酸性火山岩類

の対比(太困垣ほかユ966)

1i11.勢は鉱床の帥{を･1ミす

2二言はE田沽閑Iphoo-S岬而店odlsou冒ZoIlu1喧を｡Iす

3}はSplrosl㎜1爬I1亜一TIleoo即胎舳肺ZonuI.≡及ひCIo一地rolano'Hopkms

4.斗羽地内の刈』ヒの杣遮については後述する

曲一Pm㎜p洲oZo皿ui但を･ハす�
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くれた研究があるが紙面の都合上割愛したので第18区

および第19図を参照されたい.

太田垣亨博士ら(太田垣･塚田｡平山｡長田1966)

は大館付近の酸性岩類について研究され次のように要

約された(第4表第5表第20図第21図).

釈迦内層の流紋:岩類は第22図でみられるように釈迦

千

＼鱒

}}■■

,■,

■'一■

❽

紀

､"}“

}"●

＼肌〃

〆鷲腋､脇

/里

ト

�

錐｡

ノ1､

沢7

�

痛沸

w沢11

』』幽}

“.∴∵而;

'㌧^,､

2･ミ･

=“＼小

1ギ

蟻/㌧

｡二層v

山

�

�

末

広

堂

展

扱､

口囲囲棚､!1

花岡層粗粒玄流紋岩既知鉱床王要抗準石膏主要背斜

武岩分布範囲鉱床走向

一口く一1-1011-12131415

流紋岩隆起ヨ…要向斜立坑遭鉱場事務所クラフ小坂鉄道

第18図花岡鉱山鉱床平面図(虎岩1961)

鋤燃.

昌もリおか

内流紋岩破砕質流紋岩A破砕質流紋岩B破砕質流

紋岩Cに醐1』される.これらの流紋岩類の産状を示す

と第23図のようになり釈迦内流紋岩の熔岩の表面を破

砕質流紋岩類が被覆し明らかに流紋岩の熔岩が幾回か

繰り返し活動したものと解される.またこれらの分

布を平面的に見ると第24図のように釈迦内流紋岩破

砕質流紋岩Aはかなり近接して発達しており破砕質流

紋岩Bは広範囲な分布を示し破砕質流紋岩Cは局部的

な発達を示している.次に釈迦内層の凝灰岩類およぴ

�〰㈰〳〰�

A-A'一^一

面概音堂

東観音量

��

､､､栄七ツ館

��

万代姥沢堂屋敷神山北神山西神山東

L050､､､､､,,､'.

LO･･･…'.≡■I}.'.･.･,･=■二;^,･'

��

､.｡"堤沢末広堂屋敷

L050川n"

��

潜滝拓南堂屋敷榮

��

口囮囮囲鵬囮団口

砂礫層混灰岩粗粒玄流紋岩鉱床稽珪化榊参石高馳上断層

第ユ9図花岡鉱山地質鉱床断面図(虎岩1961)

�

鵡繁

磁撃･

λ

'!･∵一･'一凡例

C･口1口9

変一鳩憲1艶

葦配送魑12

ポ義歯鉦一㌦嚢1蟄1

第20図大館付近の地質図葛O

ω遠部層回一通層13勝ノ神流紋岩14勝ノ神IIstage第21図大館付近の地質断菌図(太田垣ほか1966)

凝灰岩15藤ノ神泥岩(M1)16廃ノ神Ist昭e凝灰岩m釈ω砂礫層121一通層13勝ノ神流紋岩i4廣ノ神IIst劃ge凝灰岩一5廣ノ神泥

迩内泥岩(M望)18〕釈迦内凝灰岩側釈迦内凝灰角礫岩ω釈岩(眺)16藤ノ神I舳ge凝灰岩ω釈迦内泥岩(M2)181釈迦内凝灰岩191釈

迦内流紋岩ω釈迦内泥岩(Ms)吻妙子淵層㈹大谷層砂岩迦内流紋岩ω釈迦内泥岩(Ms)ω砂子淵層ω大谷層砂岩㈹大谷層変朽安

114蝿粒玄武岩胴ネバダ岩(太岡垣ほかユ966)山岩ω粗粒玄武岩胴黒鉱々床㈹石膏鉱床�
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策5表釈迦内層審ノ神層模式柱状図(太困垣ほか1966)
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(太田垣ほか1988)
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第23図流紋岩類の産

状
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〃｡〃｡〃｡.〃』L11j泥岩12蜘粒凝灰岩

.〃〃｡砺13凝灰岩14臓灰角礫

�

伽｡〃｡〃〃｡〃6L塔15嚇紋岩㈹泥岩

:糠㍊鳩"莞"･･礫(太聴ほか196･)

�

��

ミ級.6

"モ≡勇⑳ξ

..㍑

∵.A'

･.ll

∵

9･4

"､"

〃｡〃Io〃｡"

ゆ4灰η

"〃

凡例

匡ヨ11)露副2)匹]13)

固(4)[三;ヨ(5)塵ヨ(6)

第26図

G1oboτot飢ia-Hopki

nsina-pm鞭yle

Zonule,Spirosig㎜⑪i

Iine-1a･Thecospae胴

Zonu1e泥岩の等層厚

線図

{1〕P～201=n`2〕20,60

口1{3〕60～ユ00π一{4,

工OOm以上15絋床

(太閏垣ほかユ966)

��

凡例

区ヨ(1)

駆1(21

図⑩

区恐4)

lZコ(5)

凡例

1二1ヨ1

蟹碧2

鰯騒3

冊融4

囹5�
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義の神層の流紋岩と凝灰岩類の特徴について述べてい

る(第25図).

釈迦内層および春の神層の堆積構造について次のよ

うに述べている(第26図第27図第28図第29図).

第26図に示すようにこれら微化石弾で代表される泥岩の

等層厚線はN30～50.E方向に雁行配列している.こ

の泥岩の最も厚層の地域は第27図第28図に示すよう

に釈迦内層および奏の神層の最も厚層の地域とほぼ一致

しこの地域は釈迦内期より寮の神期まで引続いて沈

降の著しい場であったものと解される.第26図第27

図篤28図に示すように全体的に南部に向うにつれ次

第に層厚を増しているカミこれは第29図に示すように北

部でほG1obo･一Hopkin.乎mno.ZomleあるいはSp{附

Theco･Zom1eの一部を欠くことによって層厚変化が生

じており全体として南部では沈降カミ著しかったと解さ

れる.上記のZom1e中に含まれる有孔虫は海洋500m

内外の環境に棲息したものと考えられる.なお鉱床

胚胎の場は上記の堆積構造と関連が見られ第26図に

示すように泥岩厚層部の雁行配列と同様に雁行の配列

が見られまた第27図に示すように釈迦内層の一定の

厚さの所(50～70m)に鉱床カ瓶胎されている.これ

は第29図に示すようにG1obo.Hop炎in.一pr㎜o.Zonu1e

を欠きSp1ro･S此■om1e以上の地層の堆積する所に

鉱床カミ胚胎されている.

凡例

〔コ1

1コ2

騒黎3

鐵嚢4

[箏5

L__｣㎞幣三

第27図釈迦内層凝灰岩･泥岩の等層厚線図

ω0～20m12120～60m13〕60～ユ00m

ω100m以上151鉱床(太囲垣ほか1966)

橋口博宣氏ら(橋口･平山･佐藤1966)は大館盆

地における酉黒沢階の堆積環境について次のように述べ

ている(第31図第32図第33図第34図第35図第

36図第6表).すなわち先西黒沢階の海は浅海で

あり海底もしくは陸上で安山岩の火山活動が行なわれ

た.その後の造構運動により酉黒沢階の堆積盆を形成

した･西黒沢階において当地域は200～500mの深い

海であり泥岩の堆積に引き続き石英安山岩(流紋岩)の

活動が行なわれ南部では安山岩の活動が続いた.

酉黒沢階以後も同様の海で泥岩の堆積が続き時に石

英安山岩質の火山活動をまじえ船川階にいたり火山活

動は衰え海は浅海になりつつあった,黒鉱型鉱床は本

地域1ζおいて早rの上位付近という大略一篇した胚胎層

準をもっている.鉱床胚胎の場と堆積環境との関連を

現象的に列挙してみるとKrすなわち石英安山岩～流

紋岩の噴出の中心付近に鉱床は分布し軽石凝灰岩相を

示すような周辺部での分布は見られない.Krの(ド

ｰムも含めて)凹凸の多い場所に分布する.km嚢の厚

さの比較的大きい場所に分布する由Krの貫入相の地域

には分布しない.盆状構造の周辺部に分布する.

角清愛技官ら(弗･藤井･上村1大沢･盛谷1平山｡

!966)は地質調査所で昭和39年度行なわれた金属鉱床

密集地域の広域調査研究の南部班の成果として発表した

(第37図第38図第39図第40図第41図第42図第

7表).地質ニュｰスの6月号に紹介したので省略す

るカ螺鉱々床を胚胎するI皿Uの時期に

ついてみると沼館地域を除いた地域で

大量の流紋岩の噴出があり少くをも

850mに達する火山岩累層を堆積した.

これと同時に全般的な沈降があり火

山岩累層の上面は海面上に姿を現わす

凡例ごとなくかつ大半の地域は恐らく

三菱松崎榊'

鍵沼的

至ひろさき

一

ol㎞

第28図表ノ神層凝豚鎧･

Spongodi舵砧sZomleの下底まで)の等

層厚線図

ωO～20m12〕20～60m13〕60～100mω1OOm

m以上㈲鉱床(太岡垣ほか1966)

鉱体名No.6No.4No.5No.2

����

さ

い

の

神

層

1釈

1迦1

1内

堀

����

�呈夭�低��

�����体��

THECO.ZHOPKIN二SuB.

GLOB0一州0PKIN-PRUN0.Z

�牒��

流紋岩

一

阿和内鉱床二

｡二1隻ざ･1｡㎞

窮森/→!凡例

1囲1国2

第30図釈迦内鉱山の位置図

11〕硫化鉱石膏鉱床

121地下向斜軸背斜軸(坂崎はか1966)

第29図書ノ神層釈迦内層中の微化石群の観島環境図

(太田垣僚か1966)�
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WaVebaSeより上に保たれ噴火の休止期には“鉄石英"

層を堆積させた.皿Uの後期に大館盆地西縁と新沢付

近とに沈降帯を生じ少量の泥岩を堆積させた.1VL

の時期に入ると上述の差別運動は益々明瞭となる.

次回に新第三紀火成活動および構造発達史からみた

黒鉱々床および鉱脈型鉱床の位置について筆者の一考

察を詳述する予定であるがその発表がおそらく地質二

大館盆地地双固

ユｰス12月号以後となるのでその要約を次に述べたい.

グリン･タフ地域の上記のテｰマに関するデｰタは最近

急速に増しつつありまた筆者も毎年野外の地質研究

を行ないデｰタを加えているので1年後に書くとした

ら若干修正すべき個所があるであろう.筆者はここ数

年間上記のテｰマに関する意見を数回にわたり発表して

きたカミ(大沢･斉藤〔1959〕大沢〔1963〕大沢･藤井

平山･沢村〔1965〕大沢･角･藤井〔1965〕大沢〔196

6〕)研究が進むに従い修正をよぎなくされた個所も少な

くない.

�

識､

』4之･撃.｡.､ぺ

第3ユ図(橘1コほか1966)

�

幽

第32図

(橋口ほか1966)

第33図

(橘1コほか1966)

c…

S･L

じ

�

S･L

第35図

(禰毒口`雲カゴ1966)

し

膿

第36図

鮒欄鵡慧糞

(橋口ほか1666)

�

S･L�
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筆者(大沢･藤井･平山･沢村〔1965〕)は秋田県花輪

鉱山黒鉱々床の層位上および地質構造上の位置について

次のように述べた(第8表第43図第44図第45図

第46図).花輪鉱山の明通鉱床は下コｰべ沢凝灰岩部

層(酉黒次期後半〔～女川期〕)下部の玄武岩熔岩の下位

の酸性軽石火山礫凝灰岩と酸性細粒凝灰岩の互層刺ζ艇

胎されている.なお本山･安代･三平の各鉱床と

明通鉱床とは大局的にみてほぼ同一層準に胚胎され

第6表大館盆地第三系層序表(橋口ほか1966)

貫入岩ニックネｰム'

石

��

く｡､総

､I'

目1

鰯4C_

､.弩同和花岡

面創｡

大

一㍗川

し遂薫

坦に堕山

一､

�

潔

おオ

�

一日飲助内

■…

内

｣

｣

一

一

由

11川==二二二ニ_

一

�

一

�

�

�

II■

一一フｰ1姜1㌣

■

■

一

一

■■,■

一

一

一一■

芝

ひがしおおだて

響簸嘉叩犠隷灘翼占瀦鐸岩翼丸㌔襲務相3:

ζ角はか1966)

面食山尖

麗ノ1

田3しらさわκ､

"同≦,!.

綴

う

せ

ん

ひがLおおだて

鰯を鰯雰おき確麗の去鰯岩麟灘部薫丸1纏灰

(角はかi966)

ているが明通鉱床にみられた玄武岩熔岩を挟まないこ

とおよぴ鍵層となる岩石がみとめられないので完全に

同一層準かどうかという点は明瞭でない.次に花輪鉱

山の鉱床群を胚胎する地区を構造発達史のうえから考察

すると瀬ノ涙層(門前期～台島期)の堆積盆地の中心

は北方にありこの地区は堆積盆の周縁部に位置して火

山砕屑物に當んでいたことを示している.次の夏尻沢

凝灰岩部層(酉黒沢湖)の堆積時期についても北方も

昌呈

口11

=し1柵い

党

大市012店

ひがしおお晴て

錦3脳

大館地城地質翻ユ:沖曄層および段丘簸欄層§≡自派流紋岩(興人岩)4.

孫燕安山串ぐ貫入岩､5組粒事武岩(貫入繕)琶頁岩㌔y)?軽石凝灰岩

1ぎ1)錨鰍糠鱗琴灘1繍灘騨(狐)

(病ほかi966㌻

ぷ一い衝倉狐1犬

鰯工

慶2

､;･隻さ一一宮さ堅､一'

1冒≡わわ一_

畏木川苔

芝

ひがしおおだて

第孕9図IVエの層厚おヰぴ岩相図}:黒色泥岩相および海緑石砂岩相

2.黒色泥岩相白丸.試錐.黒丸､地表

(角ほか1966)

面食山

'大

川

目1大目

･茂派

内

,同ξ花!しらさわ沢蹄1'

は沸か

本山

'㌣･･ギ音

㈱_川/薯紬

芝

ひがしおおだて

第41図搬色麟び灘試錐黒丸:地表

(角はか1966)�
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坌

�
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第7表層序総括表(角ほか1966)

時代

第四紀

Gro出｡rot固Iio丘｡柚i

b帥i舳6冊i畠一｡i㍍..

Cm粋･i･H四･撒w〃

Gro出｡ro舳1i80丘.1団』;i

Mi拙｡岬1㎝H両山roi

鰯1鰯婁鰯3魎毎日餐鰯餐鰯㌢

第42図㎜やぷびWの復原野胴回

軸驚灘喰嚢離基機襲

(創まか1966)

鐘･

麗p

固Q

目R

騒1蓬1S

��

第43図秋囲県花輪町東方脊梁山脈地域の地質略図

(大沢･藤井抽平山･沢村19触)

A瀬ノ淵11B大瀬沢C夏尻沢

D下コｰべ沢E茂谷地』11F太平沢

G大森H独鈷森I皮投岳

K花輪鉱山M皮投岳安山岩類

N太平沢層O流紋岩(岩脈)

P粗粒玄武岩(岩1脈)Q～R花輪層

Q下二1一べ沢凝灰岩部層R夏尻沢凝灰岩部層

S瀬ノ沢屈丁古生層

時代��噛序�嚇考

蛛���

斬��度扱苗安直帽頸�

泄���

��太Ψ洲舳5ト2山0m〕P�

���←地背斜餉隆岬

新第中=新�花��

�輪�下コｰべ吉沢猪朕巻�!運動が起こ1;撤鵬が逃'

霜世�膨�部属{200-500m〕�･一玄放巻知の活自

�〰�

�'一,oom〕�更尻沢憧灰岩｡�

��舳苗{200一'OO而〕�

��榊尺馴25ト500㎜〕,�

第三��古生噛�

��{大沢･脳淋･姫｣･沢村.1船4�

{大沢畷訓平u｣沢村,1964)

第8表

地質総括表

(大沢ほか

���

｡L一㎞

ム､1一､こ4､

1蝸脈

固M

固N

鰐

蝶､蟻婁

.'鰯魎S

賄囲丁

魍帥

囲W

麗X

鰹籔Y

､オ媒穀､

00.51.01･5㎞

第μ図秋岡県花輪鉱山付近の地質図(大沢1964)

A瀬ノ沢川B大瀬沢C夏尻沢D

高倉沢E小繋沢F下コｰべ沢G太

平沢H明通鉱床I本山･安代･三平鉱床

K皮投岳安{岩類(紫蘇輝石普通輝石安山岩熔岩を

主とす)L太平沢層(酸性凝灰岩を主とし砂岩

とシルト岩を伴う)M～O岩脈･岩床M

流紋岩N面英安山岩･安山岩O玄武岩

･粗粒玄武岩P肩英斑岩Q～W花輪層

Q～↑下コｰべ沢凝灰岩部層U～W夏尻沢凝

灰岩部層Q流紋岩熔岩R酸性軽石火山礫

凝灰岩を主とし酸性細粒凝灰岩と流紋岩熔岩を伴なう

S含礫酸性火山礫凝灰岩を主とし酸性軽石火山礫凝

灰岩を伴う丁玄武岩熔岩U流紋岩熔岩

V酸性細粒凝灰岩を主とし泥岩を伴うW安

山岩熔岩X～Z瀬ノ沢層X大瀬沢泥岩部

層(泥岩を主とし含礫火山礫凝灰岩と凝灰質礫岩を伴

う)Y～Z瀬ノ沢川凝灰岩礫岩部層Y

含礫火山礫凝灰岩と凝灰質礫岩を主とし泥岩を伴う

Z安μ嶋熔岩

1価｡皿

嬀

刷

㈰

　

第45図秋岡県花輪鉱山付近の模

式柱状図(大沢1964)

A瀬ノ沢川背斜構造西翼部

B〃東翼部北部地区

C〃東翼部南部地区

D流紋岩熔岩

厄酸性軽石火山礫凝灰岩を主と

し酸性細粒凝灰岩と流紋岩熔

岩を挾む

F含礫酸性火山礫凝灰岩を主と

し酸性軽石火山礫凝灰岩を挾

む

G玄武岩火山礫凝灰岩

H玄裁岩熔岩

I酸性細粒凝灰岩

J安山岩熔岩K泥岩

L含礫火山礫凝灰岩と安山岩火

山礫凝灰岩

M含礫火山礫凝灰岩を主とL凝

灰質礫岩と安山岩火山礫凝灰

岩を挾む

N凝灰質礫岩を主とし含礫

火山礫凝灰岩を挾む�
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しくは西方では盛んに泥岩を挟み厚さ400m土にも達

するがこの地区はそれに比べて沈降の少ない堆積盆の

中心からはずれた周縁部に位置しており流紋岩熔岩な

どが噴出している.次の下コｰべ沢凝灰岩部層の堆積

時期にもほかの地域とことなり厚さ500m土に達する

流紋岩熔岩酸性軽石火山礫凝灰岩などの酸性の火山活

動が激しかったことを示している.以上を要約すると

鉱床群を胚胎する地区は堆積盆の周縁部に位置し泥

岩カ…まれであり酸性火山活動の激しかった場所である

といえる.次に地質構造上から本鉱山の鉱床群を胚胎

する地区を考察するとこの地区は大局的にみてNN

E-SSW性の構造と副次的なE-WもしくはNW-S

E性の構造の重なっている場所である.

その後筆者の担当した秋田県花岡鉱山地区(金属鉱床

密集地域の広域研究昭和39年度)の成果を加え筆者

(大沢･角･藤井〔1965〕)は花岡鉱山黒鉱々床の層位

的位置は花岡層の上部(酉黒派期後半)でありそのう

ちで泥岩の少ない場所である.同鉱床の構造的位置は

大局的にみてNS性の構造と副次的なNN瓦性･NNW

性の構造の重なっている場所である.そのご筆者ぐ大

沢･角･藤井〔1965〕)は秋田県花岡･釈迦内･花輪黒鉱

々床の層位的構造的位置につv･て次のように述べた

これら黒鉱女床は西黒沢期後半の酸性軽石火山礫凝灰岩

中に胚胎され流紋岩熔岩(鉱床の下盤側)および玄武

岩類をともないこれら鉱床胚胎地区は酉黒沢期の堆積

盆の周縁部である.花岡･釈迦内の黒鉱々味付近は大

局的にみてNS性構造を示し鉱床は向斜構造のところに

NS性方向に配列している.花輪の黒鉱寿味付近は大

局的にみてNNE性構造を示し鉱床は背斜構造の東

翼部に位置している.

筆者(大沢〔1966〕)は青森県南部から山形県北部に

いたる地域における新第三紀火成活動および構造発達

史からみた黒鉱々床および鉱脈型鉱床の位置(日本鉱

山地質学会第16回総会討論会費糊1)〔1966〕について

述べた.紙面の都合上要点のみ述べたため一部の人

たちから間違って読まれた点が若干あるので次に一部
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1.新第三紀の火成活動

新第三紀火成岩類を時期別に要約すると門前期には

アルカリ岩系の岩石高アルミナ玄武岩系のb型｡型と

d型とくにソレイアイト岩系の玄武岩と安山岩が多い.

台島期および西黒沢期には高アルミナ玄武岩系のb型と

C型ソレイアイト岩系の玄武岩1安山岩と流紋岩およ

びカルク｡アリカリ岩系の流紋岩が多い.女川期およ

び船川期には高アルミナ玄武岩系のd型カルク･アル

カリ岩系の安山岩と流紋岩が多く第三紀花筒岩類が迷

入しまた女川期には粗粒玄武岩が迷入している.天

徳寺期以後にはカルク･アノレカリ岩系の石英安山岩と少

量の安山岩および流紋岩が噴出しており天徳時期より

前の各期に比べ少量である(第47図).

次に新第三紀火成岩類を地域別に要約すると宮城一

男助数授(196311964)によって指摘されたように東

より西に向ってアルカリ岩系およびややアルカリ岩系

第47図

東北地方内陸盆地～貝本海沿岸地域の新第

三紀火成岩類の岩型別による噴出(～逝入)

順序(大沢1965)

Tb:粗固玄武岩Ta:粗面安山岩下粗

面岩駒:玄武岩An:安山岩RD:

石英安1⊥1岩･流紋岩D.粗粒玄武岩G

:第三紀花開岩類�
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よりの岩石が多くなる.また北村助教授(1963)によ

るNW-SE性の構造線付近にアルカリ岩系および高ア

ノレミナ玄武岩系(b型｡型d型)の岩石カ;多い.

また女川期および船川期の堆積物の等層厚線図で200

m以下の地区と200m以上の地区とに分けると200測

以下の比較的堆積物の少ない地域にカルク･アノレカリ岩

系および高アルミナ玄武岩系(d型)の火山岩類が多い

傾向を示すと考えられる.なお鉱脈型鉱床および黒

鉱々床の密集する地区ではそうでない地区と比較して

カルク･アルカリ岩系および高アルミナ玄武岩系(d型)

の火山岩類カミ多い傾向一を示しとくに上記岩系の流紋岩

熔岩が噴出している.

2.新第三紀の構造発達史

東北地方グリン･タフ地域の構造発達史については

北村信助教授(1969など)池辺穣博士(1962)上田良

一博士(1965)などによって詳しく述べられているカミ

意見のことなる点が多い.筆者は大局的にみると北

村信助教授および池辺穣博士の意見に賛成であるが上

田良一博士(1965)が指摘したごとく先台島期の造構

造運動が認められ地域的なものと考ている.

負清愛技官ら(角上村藤井大沢盛谷平山

1966)によって皿Uないし〕VLの時期(酉黒沢階末期)

に全般的沈降から隆起地区と沈降地区とを分けるような

構造運動がみとめられており筆者は賛成であるが地

域的なものと考えている.筆者(1962)は青森県弘前

南方地域についてみると湯口山層堆積時(西黒沢湖)

に隆起地帯と沈降地帯との分化のきざしか起こったらし

いと考えた｡この沈降地帯を細かくみると相対的沈

降の少ない地区(隆起地区)と相対的沈降の多い地区

(沈降地区)とがあり差別運動がみとめられる.上

述の構造運動は藤岡一男教授および井上武教授(1959)

が指摘しているように西方の秋困油田地域ではみとめ

られないしまた東方の地域でも造構造運動のみとめら

れる地区とそうでない地区とがある.次に時期別に

述べる.

門前期には脊梁山脈地域は主として海底でそのほか

の地域は陸上(⊥部海底)で堆積か行なわれ堆積物の

厚さは平均800m内外で95%以上が火山岩類である.

この時期の火山岩類の70%以上は高アノレミナ玄武岩系

(b型･c型)およびソレイアイト岩系であって変質

の著しい安山岩熔岩とその火山砕層岩が圧倒的に多量に

噴出している.この時期の火山岩類は一般に変質のい

ちじるしいことが特徴であるが男鹿半島や秋田県横手

西方の出羽丘陵地区李とでは比較的新鮮で変質牢が弱

い.このような変質度の弱い地区が脊梁山脈地域など

にも点々とみられる.門前期末期には多量の火山岩類

の集積により浅海化(1部陸地化)した地区があり1

部地区では造構造運動が行なわれた.

西黒涙期にはほとんど全域海成層の堆積が行なわれ

台島･西黒涙期堆積物は厚さδ00m内外で火山岩類は

門前期より少なく全堆積物の60%内外である.台島

･酉黒沢期の火山岩類は高アルミナ玄武岩系(b型･

c型)およびソレイアイト岩系のものポ火山岩類の45%

内外高アノレミナ玄武岩系(d型)とガルダアノレカリ

岩系のものが火山岩類の55%内外(酉黒沢期後半では65

'%以上)であって流紋岩熔岩およびその火山砕屑岩が

全堆積物の40%以上を占め圧倒的多量である.酉黒沢

期の火山岩類は流紋岩熔岩およびその火山砕層岩が非常

に多いが脊梁山脈地域以外では玄武岩熔岩とその火山

砕層岩も多い.台島期に陸地化した状態であった地区

が局部的にみられまた西黒択期後半に多量の堆積物の

集積により浅海化(1部陸化)した地区があり1部地

区でほ造構造運動力茎行なわれた.

上記の門前期台島期および酉黒沢期は大局的にみて

次第に沈降している時期であって局地的にみると造構

造運動がみとめられる..高アノレミナ玄武岩系(b型｡

C型)およびソレイアイト岩系の火山岩類の火成活動で

これらの時期は特徴づけられているか酉黒沢期後半か

ら高アノレミナ玄武岩系(d型)とカノレク･アルカリ岩

系の火山岩類が65%以上になっている.

以後の矧鰯および船川期は最大海侵もしくは最大沈

降であると同時に女川期から船川期にかけて隆起運動

か行なわれ広域にわたり本格的な造構造運動が行なわれ

た.高アノレミナ玄武岩系(d型)とカルク･アノレカリ

岩系の火山岩類および第三紀花開岩類の火成活動で特徴

づけられる.女川期は池辺穣博士(1962)が指摘した

ように最大海侵の時期であって同時に本格的な隆起

運動が油田地域以外で始まり堆積物は硬質頁岩で特徴

づけられ厚さは平均500m内外である.女川期の火山

岩類は全堆積物の40%内外であって高アルミナ玄武岩

系(d型)とカルク･アルカリ岩系のものが火山岩類の

70%以上で流紋岩熔岩安山岩熔岩およびそれらの火

山砕屑物カミ多量に噴出している.

船川期は池辺綾博士(1962)が指摘したように最大

沈降の時期であると同時に著しい隆起運動がはじまり

堆積物は黒色泥岩で特徴づけられ厚さは平均600m内

外である.船川期の火山岩類は全堆積物の20%内外で

あって高アルミナ玄武岩系(d型)とカルク･アルカリ

岩系のものカミ火山岩類の80%以上で石英安山岩熔岩

流紋岩熔岩安山岩熔岩およびそれらの火山砕屑物が多

量に噴出している.天徳寺期以後は堆積盆地は分化し�
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次第に小さくなりカルク｡アノレカリ岩系の石英安山岩が

多量に噴出している.

3.新第三紀の黒鉱劣床および鉱脈鉱床の胚胎鰯準およ

び胚胎場所

第48図に示したように大多数の金銀銅鉛

亜鉛を含む金属鉱床は門前期台島期および西黒沢期の

岩層中に胚胎されているがそれ以後の女川期および船

川期の岩層中にも若干胚胎され船川期まで鉱化作用の

行なわれたことを示している.説明の都合上黒鉱々床

(黒鉱式鉱床を含む以下略す)と鉱脈型鉱床にわけて述

べる.

5.1.黒鉱々床の胚胎層準およ'び胚胎場所

筆者の現在までに調査研究を行なった花岡鉱山花輪

鉱山土畑鉱山秋田吉乃鉱山福舟鉱山松岡･野中

両鉱山などの資料(次回に詳しく紹介する)および文献

などにより整理すると次のような特徴がある.

(1)胚胎層準は酉黒次期後半および女川期の酸性凝

灰岩であって下盤側に流紋岩熔岩カミみられる.

もう少し詳しくみると大規模な大部分の黒鉱々床は

酉黒沢期後半の酸性凝灰岩中に胚胎されほとんどの場

合玄武岩熔岩およびその火山砕屑岩が下位(ときに上

位)層準にみとめられる.上記の下盤側の流紋岩熔岩

は岩相変化著しく流紋岩一石英安山岩一安山岩に変化

し石英斑晶は小型がもしくは欠くものカミ多い(土畑

鉱山などは例外).また斜長石斑晶は量の増減著しく

大型から小型のものまで変化しときにごく小型のもの

を少量みとめるものもある.有色鉱物は一般に少なく

ま汕こ黒雲母もしくは負閃石がみとめられるが変質

されている.ほとんどつねに黄鉄鉱を鉱染している.

今まで流紋岩と呼ばれているので混乱をさけるため流紋

岩として記述してきたが久野久教授の火山岩命名法に

従えば石英安山岩と呼ぶべきものが大部分である.

流紋岩熔岩は伊藤俊弥氏(19631966)ほかの人たち

が指摘しているごとく熔岩円頂丘(Lavadom邑)をな

すものカミ多いと考えられる.

(2)胚胎場所は酉黒沢期後半および女川期の堆積盆

の周縁部または微沈降区(すなわち相対的に隆起地区)

であってそのうちで特に酸性火山活動が激しく流紋

岩熔岩が噴出している場所である.換言すれば堆積

盆の周縁部や微沈降区の付近の弱線に沿って流紋岩熔岩

が噴出したと言える｡また高アルミナ玄武岩系(d

型)およびカノレク｡ア/レカリ岩系の火山岩類が特に多い

傾向を示しとくに上記岩系の流紋岩熔岩カ噴出してい

る･誤解しないでいただきたいのはこの付近にもソレ
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第48図東北地方グリン･タフ地域の黒鉱鉱床および鉱脈型鉱床分布図

(大沢1966)

イアイト岩系や高アルミナ玄武岩系(b型･c型)の火

山岩類も噴出していることはもちろんであって鉱床付

近の玄武岩熔岩や粗粒玄武岩の大部分はこれに属してい

る.この点は広域的に相対的にみた傾向をのべている

のである.

5.2.鉱脈型鉱床の胚胎層準および胚胎場所

鉱脈型鉱床は門前期から船川期までの岩層中に胚胎さ

れ胚胎層準は一定でない.またとくに胚胎層準則に

よる鉱床のタイプの差はみとめられない.しかしなカミ

ら鉱脈型鉱床のChampiOnveinの走向方向は第48図

に示したようにN45～90.Eのもの淡大部分で一定性を

示すことおよびこの方向は“油田習曲方向"および“N

W-SE方向"に直角もしくはそれに近い方向であるこ

とは注目すべきことである.もう少し細かく地域別に

みるとより著しい.たとえば太平山周縁地域では

新第三系はNW-SE方向に伸びる基盤岩類を中核と

したドｰム構造をなしChampi㎝veinの平均走向方

向はNE-SWで上記のドｰム構造の長軸方向に直角で

ある.また秋田仙形県境地域でもChampionvein

の平均走向はN80.Eで基盤岩類の伸びる方向にほぼ直

負である.

鉱脈型鉱床は第48図でわかるように大局的にみると

〔45頁へっづ<〕�


